
　2002 年、私は青年会議所の門を叩きました。社会性

が決して十分とは言えない私は、諸先輩方の背中を追い

ながら、がむしゃらについていき、多くの学びを得てき

ました。

　青年会議所の意義は、40 歳までという限られた時間

の中で、どれだけ多くの経験をして自身の成長をしてい

くかということに尽きるわけです。この成長の機会こそ

が私たちの目指す『明るい豊かな社会』、すなわち『ま

ちづくり』なのであります。だとするならば、個の成長と、

組織の成長と、まちの成長の歯車がかみ合い、これらを

リンクしていかなければ意味を成さなくなってしまいま

す。だからこそ、何ら惜しむことなく積極果敢に挑むこ

とが大切であり、それが私たち Jaycee なのであります。

◆事業❶「手を携え地域のたからを推進」
　地域のたからとは、このまちの財産である歴史・文化、

食、人であります。

　ひとつには、戦後の復興から始まった『湘南ひらつか

七夕まつり』があります。このまつりはまちの最大の魅

力であり、財産であって、まちの誇りと言えるでしょう。

　ならば七夕まつりの衰退はこのまちの衰退と考えても

おかしくはなく、七夕というものを最大限に活かしてい

く事がこのまちの発展に大きく寄与します。昨年、JR

平塚駅の発車ベルを『たなばたさま』に変更する運動を

実現することができました。まつりの期間に力をそそぐ

ことはもちろんですが、年間を通じて七夕を感じられる

まちへと進化させていくことも非常に重要な地域益に繋

がるものと考えます。七夕期間以外でも多くの人が七夕

を感じられる『願いの叶うまち』、『人々が集う出会いの

まち』として発展させたいと考えます。

◆事業❷「個性ある地域づくりの推進」
　青少年育成を切り口にコミュニティの活性化を目的と

した『ぷちひらつか』事業は昨年より地域版として開催

を試み始めました。地域の子どもたちは地域で育てると

いう本来、地域が持っていたつながりを再生する運動の

ひとつとなります。子どもたちの主体性を活かし、職業

体験を通じ、社会性を身に着けてもらうこの事業は、子

どもから大人までが運営に携わり地域企業や地域商店な

ど個性ある地域の特色を巻き込むことが大切となりま

す。子どもたちのために地域の大人たちが尽力すること

で、事業を通じ、日頃より子どもから大人まで顔の見え

る関係づくりにつながり、地域づくりの相乗効果をもた

らします。

　『地域版ぷちひらつか』をプログラム化してモデル地

域を誕生させ、地域へ教育機関へと波及させていくこと

で、共育プログラムとしての取り組みを推進し、青少年

育成を切り口に地域活性に繋げてまいります。

◆事業❸「仲間づくりと 55周年を迎えるにあたり」
　本年度は現在、20 名の新たな仲間が加わり 73 名と

会員の増強ができております。
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本日の卓話者ご紹介

 卓 話

＜出席報告＞
本　日  9月  4日 会員数  59名 対象者  55名 出席者  39(36)名 出席率  62.07％
前々回  8月22日 会員数  59名 対象者  55名 出席者  59(55)名 出席率100.00％ MUP  0名 計  59名 修正率100.00％



　青年会議所は、このまちにとって必要な存在であり続

けるためにも、20 代、30 代の青年経済人としての成長

の場として、まちづくり団体として仲間の増強に更に努

めてまいります。

　また本年度、平塚青年会議所は 55 周年を迎えます。

長きに渡り、運動の燈火を絶やすことなく繋いでこられ

た諸先輩方に感謝する気持ちを持って、この 55 周年と

いう機会に現役 70 数名が 400 名を超える先輩方と交

流を深め、運動の方向性を分かち合い、歩みを進めるこ

とができるならば、そこに青年会議所の真の価値が生ま

れます。そして必ずや組織力を高めることができ、この

まちを変えることができるでしょう。
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　平塚市　生まれ　　　　　　

　有限会社日宝美装　代表取締役　平塚市土屋 1832-7

【青年会議所経歴】
　『平塚 JC』　　　　　　　『出向』
2002 年　入会

2006 年　委員長

2007 年　委員長

2008 年　委員長

2009 年　副理事長　神奈川ブロック協議会　委員

2010 年　専務理事　神奈川ブロック協議会　委員

2011 年　副理事長　関東地区協議会協議会　委員

2012 年　副理事長　日本青年会議所　　　　委員

2013 年　副理事長　神奈川ブロック協議会　委員長

2014 年　第 56 代　理事長

【特技・趣味など】
◦元 JOB 公認ボディーボードプロ　

◦ 26 歳までプロツアー戦出場

◦現在　サーフィンを趣味とする

◦湘南ひらつかビーチクラブ理事

◦地元土屋地域にて　小学生バレーボールの監督として

指導に努める

＜委員会報告＞

◦友好クラブ委員会より
　今年度友好クラブである花巻ロータリークラブは 10

月に創立 60 周年を迎えます。この記念式典への参加

を組んだ旅行を計画致しました。本日お手元に案内を

お配りしました。皆様のご参加お待ちしております。

参加締め切りは９／ 11（木）来週となります。よろ

しくお願い致します。

＜幹事報告＞

◎地区より８月に発生しました広島土砂災害に義援金の
ご協力依頼がきました。
募金箱を回しますのでご協力よろしくお願い致しま

す。9/11・18 も続けます。

◎平塚地区高等学校定時制教育振興会より今年も会費の
納入のお願い。

　（例年どおり 3,000 円お送り致します。）

◎米山記念奨学会より特別寄付へご協力いただいた方の
中から表彰対象累計に達した方へ感謝状が届きまし
た。
杉山善弥会員　第６回　米山功労者として（一応欠席

と伺っております）

＜メークアップ＞　　　　　　０名　　　

＜本日のスマイル＞　　　　２２名

＜ゲスト・ビジター＞　　　　６名　	

　宝蔵寺　賢様（卓話者）と平塚青年会議所の皆様（５名）

　　　　　　　　　　　佐野正敏様　広報・渉外委員会

　　　　　　　　　　　城田孝子様　専務理事

　　　　　　　　　　　高久直輝様　広報・渉外委員会

　　　　　　　　　　　常盤健嗣様　広報・渉外委員会　委員長

　　　　　　　　　　　柳田浩太様　総務運営委員会　委員長

＜卓話・行事予定＞

　９月１８日（木）　ガバナー補佐訪問　

　　　　　　　　　　加藤　勇様（平塚北 RC）

　　　２５日（木）　クラブフォーラム・IT 委員会

　　　　　　　　　　㈱ヨネザワジーケィ　

　　　　　　　　　　　WEB ／デザイン担当

　　　　　　　　　　　　スギモト　ケン様

１０月　２日（木）　ガバナー公式訪問　

　　　　　　　　　　渡辺治夫様（横須賀 RC）

　　　　９日（木）　米山奨学生（予定）

　　　１６日→１９日（日）　

　　　　　　　　　　地区大会　

　　　　　　　　　　場所：横須賀芸術劇場 

　　　　　　　　　　　　　メルキュールホテル横須賀

＜市内例会変更＞　　　　　現在ございません。

＜メークアップ＞

＜本日のスマイル＞

＜卓話・行事予定＞

＜市内例会変更＞

＜ゲスト・ビジター＞

＜委員会報告＞

＜幹事報告＞

卓話者プロフィール

クラブ会報委員会　　◎日坂泰之　　○中村　豊　　杉山幹生　　西村裕子　　鈴木條一　　粟野　裕


